
 

 

 

 
  
 

 

ドンベヤ ワリッキー アオイ科（アオギリ科）ドンベヤ属 Dombeya wallichii 

アオイ科（アオギリ科）ドンベヤ属のドンベヤ ワリッキーは冬に鮮やかな色合いのピンクの

花をつける常緑樹で、原産地のマダガスカルでは樹高が 9～12m にもなります。 

ドンベヤのピンクの花塊（花房）は数十個の花が集ま

ってでき、ちょうど玉アジサイを逆さに吊したような

形をしています。今年出た枝先につぼみを付け、大き

くなるにつれて次第にぶら下がり、つぼみの塊が大き

くなるとともに小さな花が次々と開花してぼんぼり

状になっていきます。 

花が咲き始めると周囲に甘い香りが漂いはじめ、たく

さんの花が咲くと、かなり強い芳香となります。その

香りはハチミツにシナモンや他のハーブを混ぜたよ

うな「スパイシーな甘い香り」と表現され、初めての方は驚くかもしれません。 

ドンベヤは冬から春にかけて花を咲かせます。豊平公園では例年 1 月中旬から 2 月中旬頃ま

で楽しめるのですが、今回は 12 月中旬に咲き始めたため、ちょうどお正月前後が見ごろになり

そうです。さらにぼんぼり状の花塊の数がとても多くついた分小ぶりで、個々の花の数も少ない

年のようです。 

ドンベヤの葉はハート形の大きな葉で人の顔の大きさ

ほどにもなり、両面にやや長めの毛が密生していてビロー

ドのような気持ちの良い手触りです。本州の植物園の温室

で天井近くまで育ったドンベヤを見たことがありますが、

人の顔ほどもある大きさの葉が 2～3 センチに見えるく

らい高く、これでは花が枝先についても「見えないなぁ」

と思ったことがあります。 

熱帯性植物の中では比較的耐寒性がありますが、霜には

弱いので、豊平公園では大きな鉢に植え移動できるように

しています。また、目の前で花が楽しめるよう、毎年剪定をして樹高を押さえているので、目の

前で花が楽しむことができます。 

今年は早めに咲いたドンベヤ。この花と香りを少しでも多くの皆さんが楽しめますように･･･ 
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夏場はさらに大きな葉になることも 

ドンベヤの花（H30.12.15 撮影） 



1 月の園芸作業 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

緑の相談受付 10:00～12:00 13:00～16:00 

☆豊平公園   811-9370 月曜以外毎日 

（月祝日の場合は受付、翌平日に休み） 

※12/29～1/3 は年末年始のため休館します。 

※平岡樹芸センター・百合が原公園は冬期間相談受付しておりません。  

ここに記載した以外の作業も沢山ありますので 

ご不明な点は緑の相談までお気軽にお問合せください。 

園芸 Q＆A 

A まず、ルーペ（虫眼鏡）でよく観察してください。動いているようであれば、病気ではなく害虫がいると思

われます。よく動き、足が 6 本見えるとアブラムシが考えられます。触るだけで白い小さな虫が飛ぶよう

ならオンシツコナジラミ、枝や葉の裏にぺったりとくっついている場合はカイガラムシ類と思われます。柔

らかいブラシでこすって落とすか、軍手をはめて手で挟んでなでると退治できます。狭いところにいて退

治できなかったり、たくさんいる場合は、それぞれの適用のあるハンドスプレータイプの殺虫剤を散布する

とよいでしょう。冬季の散布は必ず気温の上がった日中に外で行い、乾いてから入室するか、十分な換

気のできる部屋で行います。また、葉水などで日頃から空中湿度を保つことも予防になります。 

Q 暖かかったので、11 月の中旬にハイビスカスの鉢物を入室させました。その際よく確認して

何も変化はなかったのですが、最近気がついたら葉の裏に黒い斑点ができます。ブラシでこす

るとなくなりますが、2・3 日するとまたできます。何かの病気でしょうか？   （東区 Y.H さん） 

上旬 中旬 下旬

盆
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菜
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般

庭
木
･
果
樹

･
花
木

樹木点検
樹幹・枝に積もった雪を落とし、枝折れを防ぐ。
結束縄の点検。

容
器
栽
培

保存球根点検
ダリア、カンナ、ヤーコン、球根ベゴニアなど月1回は保存・保湿状態確認

湿度が必要な球根は、保存資材に湿り気がないときは霧吹きで与える

花
壇

保存状態点検 冬越し状態、野ねずみ食害点検・対応

冷たい水道水は避け、くみ置きなどの室温と同温程度の水を与える

サ
ボ
テ
ン

休眠中の水管理 クジャクサボテン、イースターカクタス、アデニウムは休眠中。水を控える

サボテン・多肉植物ともに温度・日照が不十分の時は水・肥料を控える

温度管理 植物に合わせて最低10～15℃を確保。鉢土が乾いたら十分に灌水。皿の溜め水は×

灌水管理 霧吹きで葉水する。光線が弱く、空気が乾燥するので乾燥に弱い物は注意

灌水温度

花後管理 シャコバサボテンは花後花がらをとって低温に置き、水を控えて休眠状態に

置き場所と水・肥料

観
葉

害虫防除 カイガラムシ・ハダニ・コナジラミの繁殖に注意。見つけたら防除

洋
ラ
ン

種類により最低温度が異なるので合わせた温度管理。乾いたら水やり

生長をしている株には施肥するが、シース・蕾が見られる株は施肥しない

シンビジウムは満開になったら花茎を根元から切って切り花に。株には施肥

温度管理

施　肥

シクラメン・プリムラ・ベゴニアなど次々開花する鉢は施肥。他は控え目か中断

光　線 窓越しの光はＵＶ不足のためできるだけ明るく管理。種類によっては要人工補光

害虫防除 カイガラムシ・ハダニ・コナジラミ・アブラムシなどの繁殖に注意。発見時は防除

作　　業　　時　　期
作 業 内 容

屋
　
外
　
園
　
芸

室
　
内
　
園
　
芸

施肥
肥料を多く施用すると病気・害虫が増えるので最小限の量を心がける

追肥する量は一度に多くやるより、少量を回数多くする方が良い

保存野菜確認 ダイコン、ハクサイ、ネギ、ジャガイモ等の保存状態確認

鉢
花
他

温度管理 シクラメンなど冬の鉢花は15～20℃の涼しい温度で管理。空気の乾燥に注意

水やり 乾くまで待ってたっぷり灌水。鉢の重さで判断。皿の溜め水は×

施　肥



 
 

展示会・開花情報（２０19 年 1～2 月） 
 

 

お部屋が明るくなる 1 鉢「カラーリーフ展」 

複雑に入り組んだ葉の色や模様など、色彩豊かな

自然の美しさが魅力の「カラーリーフ」。耐陰性のあ

る種類もあり、室内が暖かく日差しが弱くなる冬の

北国向きの植物です。リビングやキッチンなど、お部

屋を再現した展示スペースに、それぞれに適した置

き場所や育て方のポイントなどを添えて展示します。 

 

・カラーリーフ展 1/29（火）～2/11（月・祝） 

・アザレア展    2/13（水）～2/24（日）  

 
 

冬を彩る花々！「葉ボタンと育種家ビオラの素敵な世界」  

花の少ない冬の季節、百合が原緑のセンターでは種類豊

富な葉ボタンと育種家が丹精込めてつくったビオラが色

鮮やかに咲いています！また、かわいい寄せ植えやリース、

ワイヤートルソーにドレスアレンジしたもの等、おしゃれ

なディスプレイもいっぱいです♪ 
  

・葉ボタンと育種家ビオラの素敵な世界展 

   1/4（金）～1/27（日） 

・市民ラン展    1/22（火）～1/27（日） 

           最終日 15:00 まで 

・福寿草と雪割草展 1/29（火）～2/17（日） 

・アザレア展    2/13（水）～3/3（日） 

 

冬を彩るキャンドルの灯り！ 

1 月 26 日（土）にスノーキャンドルイベント「まちに灯りを in みど

りーむ」の開催し、当日のみ特別に開園いたします！ 

皆でスノーキャンドルを製作し火を灯す、一体感のある楽しいイベント

ですので、ぜひ遊びにお越しください。 

 

場 所：平岡樹芸センター 

日 時：平成 31 年 1 月 26 日（土） 

15 時 00 分～18 時 00 分 

（点灯 16 時 00 分～17 時 40 分） 

参加費：無料 

申込み：直接会場へお越しください 

持ち物：防寒・防水の服装 

 

 

 

平岡樹芸センター 

（みどりーむ） 

 

豊平公園 

〒004-0874 

清田区平岡４条３丁目 

TEL．011-883-2891 

地下鉄東西線 

「大谷地駅」から 

中央バス（大 69） 

→「平岡４条２丁目」下車 

徒歩１分 

〒002-8082 

北区百合が原公園 210 

TEL．011-772-3511 

JR 学園都市線 

「百合が原」駅下車 

徒歩７～10 分 

百合が原 

公園 

 

〒062-0905 

豊平区豊平５条 13 丁目 

TEL．011-811-6568 

地下鉄東豊線 

「豊平公園」駅下車 

1 番出口徒歩 1 分 



 
展示会・開花情報（２０１８年 10～９月） 

 
 

 

 

  

イベント情報（1～2 月） 


